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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 22,178 △11.7 1,601 △35.1 1,635 △35.2 1,010 △29.4
24年3月期第3四半期 25,113 1.9 2,468 △12.2 2,522 △12.7 1,431 △4.8

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 1,024百万円 （△19.6％） 24年3月期第3四半期 1,273百万円 （△8.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 31.22 ―
24年3月期第3四半期 44.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 31,040 21,971 70.2 672.91
24年3月期 31,466 21,271 67.1 651.85
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  21,790百万円 24年3月期  21,109百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
25年3月期 ― 5.00 ―
25年3月期（予想） 5.00 10.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 △11.8 2,350 △22.0 2,400 △21.4 1,400 △20.0 43.23



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳
細は、添付資料P.３「サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 32,461,468 株 24年3月期 32,461,468 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 79,564 株 24年3月期 77,342 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 32,383,318 株 24年3月期3Q 32,387,027 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災からの復興による内需押し上げが引き続き景気を下支え

し、景気は緩やかながら回復基調にありますが、欧州債務問題の長期化や中国経済の減速などによる海外経済の低

迷や歴史的な円高水準の定着などの影響により、総じて弱含みに推移いたしました。 

 当社及び連結子会社（以下「当社グループ」という。）が属するステンレス鋼線業界においても、海外経済の減

速や長期化する円高を背景に出荷数量は、前年同期比で横這いとなりました。 

 このような状況下、当社グループでは、高機能・独自製品（ばね用材、耐熱ボルト用材、金属繊維など）の売上

高比率70％以上、海外売上高比率30％以上などを経営目標とする『第12次中期計画（ミッション753）』（最終年

度平成27年３月期）の達成に向け、収益の一段の向上に鋭意取り組んでまいりました。 

 ステンレス鋼線部門では、主力のばね用材は堅調に推移したものの、太陽光関連の需要低迷に加え、欧州や中国

向けなど輸出が低調に推移した結果、販売数量は前年同期比微減となり、さらに、ニッケル価格変動に伴う販売価

格引下げの影響により、売上高は11.1％の減収となりました。金属繊維部門では、主力のナスロンフィルター分野

において、液晶用などの需要回復の遅れにより高機能樹脂用途が低調に推移し、加えて超精密ガスフィルター(ナ

スクリーン)が半導体業界での設備投資の低迷期にあたり、15.6％の減収となりました。これらの結果、当第３四

半期連結累計期間の売上高は前年同期比11.7％減収の221億78百万円となりました。 

 損益につきましては、売上高の減少に伴う粗利の減少や工場操業度の悪化等により営業利益16億１百万円（前年

同期比35.1％減）、経常利益16億35百万円（同35.2％減）、四半期純利益10億10百万円（同29.4％減）となりまし

た。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、310億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億26百万円減少い

たしました。流動資産は185億79百万円となり、３億８百万円減少いたしました。主な要因は、受取手形及び売掛

金の減少（２億46百万円）並びに現金及び預金の減少（１億12百万円）などです。固定資産は124億60百万円とな

り、１億18百万円減少いたしました。主な要因は、有形固定資産の減少（84百万円）などです。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、90億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億26百万円減少い

たしました。流動負債は50億65百万円となり、10億99百万円減少いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金

の減少（３億23百万円）並びに未払法人税等の減少（1億60百万円）などです。固定負債は40億３百万円となり、

27百万円減少いたしました。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は219億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億99百万円増加

いたしました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年３月期の業績予想につきましては、平成24年10月30日に修正公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。尚、業績予想につきましては本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ20百万円増加しております。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,578 6,465

受取手形及び売掛金 6,196 5,950

商品及び製品 2,050 2,081

仕掛品 2,221 2,367

原材料及び貯蔵品 1,400 1,311

繰延税金資産 302 138

その他 138 265

流動資産合計 18,888 18,579

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,945 2,930

機械装置及び運搬具（純額） 4,874 5,212

土地 1,730 1,731

リース資産（純額） 30 22

建設仮勘定 440 29

その他（純額） 231 242

有形固定資産合計 10,253 10,168

無形固定資産 347 324

投資その他の資産 1,977 1,967

固定資産合計 12,578 12,460

資産合計 31,466 31,040

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,825 3,501

短期借入金 451 452

未払法人税等 206 45

賞与引当金 580 290

役員賞与引当金 37 －

資産除去債務 46 10

その他 1,017 765

流動負債合計 6,165 5,065

固定負債   

長期借入金 955 870

退職給付引当金 2,854 2,888

役員退職慰労引当金 109 134

資産除去債務 17 21

その他 94 88

固定負債合計 4,030 4,003

負債合計 10,195 9,068
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 5,446 5,446

利益剰余金 11,025 11,712

自己株式 △31 △31

株主資本合計 21,440 22,126

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △20 △31

繰延ヘッジ損益 0 △1

土地再評価差額金 127 127

為替換算調整勘定 △436 △431

その他の包括利益累計額合計 △330 △336

少数株主持分 161 181

純資産合計 21,271 21,971

負債純資産合計 31,466 31,040
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 25,113 22,178

売上原価 20,585 18,630

売上総利益 4,527 3,548

販売費及び一般管理費 2,059 1,946

営業利益 2,468 1,601

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 16 13

還付事業税 23 －

為替差益 15 29

その他 33 27

営業外収益合計 91 74

営業外費用   

支払利息 16 15

売上割引 15 14

支払補償費 － 8

その他 6 1

営業外費用合計 37 40

経常利益 2,522 1,635

特別利益   

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 17 17

ゴルフ会員権評価損 0 12

特別損失合計 17 30

税金等調整前四半期純利益 2,504 1,604

法人税、住民税及び事業税 647 423

法人税等調整額 414 151

法人税等合計 1,062 574

少数株主損益調整前四半期純利益 1,442 1,029

少数株主利益 11 18

四半期純利益 1,431 1,010
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,442 1,029

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △71 △10

繰延ヘッジ損益 0 △1

為替換算調整勘定 △97 6

その他の包括利益合計 △169 △5

四半期包括利益 1,273 1,024

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,268 1,004

少数株主に係る四半期包括利益 5 19
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 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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